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研究成果の概要（和文）：ウメマツアリの単翅型、長翅型のそれぞれが雌雄ともに単為生殖を行

うことが確認された。それぞれは系統的に別のクレードであり、長翅型が祖先的である。卵の

生産数は女王の生産数と相関があったが、オス生産数とはなかった。

研究成果の概要（英文）：In Vollenhovia emeryi, males are produced as the father's clone in
both long- and short-wing morphs and new queens are the mother's clone. Each morph is a
phylogenetically independent clade and the long-wing is an ancestral trait. Number of
produced eggs correlates with that of new queens but not with that of males.
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１．研究開始当初の背景

ウメマツアリはオスが次世代のオスを自

分のクローンとして生産する、当時世界で２

種類のアリでしか知られていなかった希有

な繁殖様式をもつ。これがどのような機構で

起こり、どのように進化してきたかは生物多

様性の理解に新たな一頁を記すものとなる。

２．研究の目的

オスによるオスのクローン生産という、本

例を含めて過去２例しか報告がない特異な

生殖様式を持つウメマツアリを材料にして、

１）繁殖システムの進化史、２）オスのクロ

ーン生産の生理的機構、そして３）このシス

テムでしか起こりえないオスとメスを巡る

現象の進化生態、という３つの観点から研究

を行い、この特異な繁殖システムにまつわる

現象の統合的理解を目指す。

３．研究の方法
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・進化史の解明

現在、オスによるオスのクローン生産が確

認されているのは石川県金沢市普正寺の個

体群だけであり、他個体群がどのようになっ

ているのかは分かっていない。また、上述し

たミトコンドリアＤＮＡと核ゲノムＤＮＡ

の分布様態の説明として、１）ＳオスからＬ

メスに遺伝子流動が存在する、２）Ｓ型オス

とＬ型メスの間に交配が起こった結果生じ

た現象である、という２つの仮説が考えられ

る。各個体群からのサンプルに基づいた核ゲ

ノム DNA とミトコンドリア DNA の塩基配

列による系統解析と、マイクロサテライト遺

伝子座による雌雄間の遺伝分化の分析によ

り、上記の仮説を検討する。

４．研究成果

繁殖機構の地理的分布に関しては、前年に

引き続き、ウメマツアリの各地の個体群から

サンプルを採集し、雌雄間に遺伝的分化が見

られるかどうかを調査した。その結果、短翅

型では６つの個体群で、核ゲノム上のオプシ

ン遺伝子の配列は雌雄間で異なっていた。こ

の結果から、各個体群で雌雄独立に無性生殖

を行っていることが示唆された。しかし、地

域により、雌雄特異的な配列が他の地域と逆

になっている例が見いだされた。なぜこうな

り、ここでも雌雄の無性生殖が起きているの

かを知るためには、核ゲノム上の他の遺伝子

やワーカーの配列を調べるなど、さらなる調

査が必要である。長翅型では、岡山の個体群

でオスの中に両タイプの配列が見られた。し

たがって、この個体群では、有性生殖が行わ

れている可能性がある。通常の有性生殖が行

われている場合、ワーカーの中にホモ接合と

ヘテロ接合の両方の個体が見られると予想さ

れるので、今後、オスのサンプル数を増やす

と共に、ワーカーの遺伝子型の解析を進め、

この問題に解答を与えていきたいと考えてい

る。

繁殖機構の生理的メカニズムに関しては、

産卵直後の卵を蛍光染色し、欄内の核の挙動

を調べる実験を行った。その結果、最初、核

は卵端に存在し、極体を放出しながら卵の中

央に向かう様子が観察された。父親のクロー

ンがどのように生じるのかを知るため、１）

受精卵からのメスゲノム排除仮説と２）無核

卵内での精子のみによる発生仮説の２つの

仮説を作業仮説として識別作業を行ってい

る。オス予定卵内の核にメス由来のゲノムが

含まれているかどうか確認するため、チュー

ブリン染色による核由来の同定や、卵核 DNA

に対する、雌雄ゲノム特異的プライマーによ

る PCR 増幅などの手法を用い、どちらの仮説

が支持されるかの検証作業をすすめた。

平成２２年度は、前年に引き続き残った課

題のデータを収集するとともに、前年までに

得られたデータに基づいた成果公表に力を傾

注した。その結果、7本の査読付き論文、

８件の学会発表、１冊の書籍を公表すること

ができた。それらの成果では、ウメマツアリ

やその寄生種ヤドリウメマツアリについて、

交尾戦略や、有翅メス、オス、ワーカーにな

る卵の生産パターン、ウメマツアリ長翅型も

オスをクローンとして生産することなど、多

くの貴重な新たな知見が得られた。また、１

１月には日本動物行動学会第２９回大会に

おいて、本研究費による研究集会としてラウ

ンドテーブルを行い、そこまでに得られた知

見を総合し、ウメマツアリの特殊な繁殖様式

とその進化について総合的な研究概要を紹

介し、多くの観衆を集めた。そこでは、公表

された事実に基づく、現在得られている知見

の総合的解説に加え、まだ論文として公表さ

れていないアリ類全体における単為生殖の

進化パターンの比較とウメマツアリにおけ



る単為生殖の特殊性と一般性に関する概説、

ウメマツアリ内における特殊な繁殖様式や

その他の形質がどのように進化してきたの

かを系統解析に基づいて再構成する試みな

どが紹介された。現在、これらの内容は論文

投稿中、または準備中となっており、今後１

年以内に公表していく予定である。その他、

新たに追加したデータに基づく解析および

成果の公表も予定している。これらのことを

勘案すると、申請した研究の目的、研究実施

計画に照らし、そのかなりの部分に沿った形

での成果を公表することができたと考えら

れる。
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